
2023 

 

知的財産権関連 

 ご案内 

内  容  ゼミ形式の判例勉強会です 
●発表：ゼミ生 1～複数名で発表と司会を担当。発表後、資料は SOFTIC ウ

ェブサイトに掲載されます。 

●発表者以外のゼミ生：課題を予習の上、ゼミでの議論に積極的に参加する

ことが求められます。 

○オブザーバー参加も可能：傍聴のみ、先着順。 

対  象  企業の法務担当者、弁護士、弁理士 

定  員  ゼミ生 20 名 

会  場  オンライン（Microsoft Teams 利用） 

時  間  18 時～（2 時間程度） 

期  日 

（全 8 回） 

 ◎第 1 回前にオリエンテーション開催予定 

 第 1 回 6 月 28 日水曜日 第 2 回 7 月 28 日金曜日 

 第 3 回 9 月 15 日金曜日 第 4 回 10 月 20 日金曜日 

 第 5 回 11 月 22 日水曜日 第 6 回 12 月 21 日木曜日 

 第 7 回 2024 年 1 月 25 日木曜日 第 8 回 2024 年 2 月 22 日木曜日 

指 導 

（ 予 定 ） 

 石新 智規（弁護士、シドリーオースティン法律事務所・外国法共同事業） 

市川  穣（弁護士、虎ノ門南法律事務所） 

岩原 将文（弁護士、岩原法律事務所） 

上沼 紫野（弁護士、虎ノ門南法律事務所） 

大谷 和子（株式会社日本総合研究所 執行役員法務部長） 

小倉 秀夫（弁護士、東京平河法律事務所） 

三村 量一（弁護士、三村小松山縣法律事務所） 

村尾 治亮（弁護士、東啓綜合法律事務所） 

スーパーバイザー（不定期）：飯村 敏明（弁護士、ユアサハラ法律特許事務所） 

参 加 費 
（税別） 

*5 月末まで 

 ○ゼミ生（通年（全 8 回）） 

【ゼミ生割・早割*】  

○ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ（1 回/1 人） 

賛助会員 20,000 円  一般 40,000 円 

賛助会員 15,000 円  一般 30,000 円 

賛助会員  5,000 円  一般 10,000 円 

課 題  逐次決定（裏面参照） 

   

お 申 込 ・ 

お 問 合 せ  

お申込書にご記入の上メール・ファックスにてお申し込み下さい。 

宛先 一般財団法人ソフトウェア情報センター 調査研究部 判例ゼミ担当 

電話 03-3437-3071 FAX 03-3437-3398 E メール zemi@softic.or.jp 

 

全 8 回オンライン 



2023 

 

判例ゼミとは・・・ 
著作権法、特許法、不競法等知財法に関わる判例やソフト開発トラブルをめぐる判例

など、幅広い判例を課題にゼミ形式で学ぶ判例勉強会です。 

 

 課題判例 

これまで取り上げた課題の一部をご紹介します 

⚫ 音楽教室における著作物使用に関わる請求権不存在確認請求事件（最高裁判所第一小

法廷、令和 4(2022)年 10 月 24 日） 

⚫ Andy Warhol Foundation v. Goldsmith (2d Cir. 2021.3.26) 

⚫ ドワンゴ対 FC2 事件（知財高裁、令和 4 年 7 月 20 日、東京地判令和 4 年 3 月 24 日） 

⚫ 野村 HD 対日本 IBM（東京高裁 令和 3 年 4 月 21 日） 

⚫ Google v. Oracle 米最高裁判決（2021.4.5） 

： 

こうした判例を、ゼミ生による発表と議論を中心に、講師（１回あたり２名）のご指

導を受けながら勉強していきます。 

⚫ 課題は、発表者の希望をもとに講師と調整し、逐次決定します 

⚫ 発表者以外のゼミ生には、予習と、ゼミでの活発な発言が求められます 

⚫ 懇親会（オンライン/オフライン）あり 

改訂予定 

 

参加者の声 

✓ 所属や立場にとらわれず、ゼミ生同士で自由な議論ができたことが非常に良か

った。法的問題を深く考えるよいトレーニングになった。担当の先生方や事務

局のサポートも大変助かった。（企業／ゼミ歴 1 年） 

✓ 他社の方々と議論する機会がほとんどない状況なので非常に楽しかった。貴重

な経験になった。（企業／ゼミ歴 1 年） 

✓ ２人でひとつの課題に向けて発表に向けていくことで、一人で取り組むより

色々気づいたり考えがまとまった。ひとつの事案に取り組むことで、自己の案

件のように考えることができる点がよかった。（弁護士／ゼミ歴 1 年） 

ぜひご検討下さい。お問合せは >> Tel 03-3437-3071 Email zemi@softic.or.jp  << 


